
 
 

「防災の教育」ではなく「防災を通した教育」を 

           ～自助、共助、公助について考える～ 

 校長 松本 麻巳 

毎週月曜日の全校朝会では、主に季節行事や学校生活のことを子供

たちに話しています。２月は震災についても話をしました。毎日報道

されているように、２月６日にトルコ南部で大地震が発生し、亡くな

られた方が５万人以上、家屋の倒壊等により避難生活を余儀なくされ

ている方が１００万人以上、学校に通えなくなった子供たちは、トル

コ国内だけでも４００万人に上るのだそうです。同じ規模の地震がど

こで起きても不思議はない日本に住む私たちが考えなければならな

いことは、何でしょうか。被災地に思いを馳せ、１人でも多くの方の

無事をお祈りし、復興のためにできることを考えると共に、目の前の

子供たちの命を守ることを考えずにはいられません。 

 防災用語で「自助・共助・公助」という言葉があります。 

自助・・・自分で自分を助けること 

共助・・・家族、企業や地域コミュニティで共に助けあうこと 

公助・・・行政による救助・支援のこと 

 災害が起こったときに発揮される力のことを示しているのですが、

いざというときは、「自助」と「共助」の力がとても頼りになります。

被災したときには、まず自分が助かることが第一です。次に家族や地

域の人々で助け合います。災害の規模によって「公助」は、すぐに期

待できるとは限りません。堀船小学校の子供たちは、日頃から保護者・

地域の方々に守られ、支えられています。登下校時に見守っていただ

くだけでなく、落とし物や忘れ物があるとすぐに学校に届きますし、

学区域でなにかあるとすぐに学校に情報が入ります。堀船小学校に

は、すでに「共助」の力が備わっています。あとは、子供たち一人一

人が「自助」、自分のことは自分で守る力を身につけ、家族や地域と

のつながりを大切にすることをめざせばよいのです。防災教育とは、

防災知識を教えるだけでなく、防災を通して、人と人とがつながるこ

とを目指す教育だと考えます。日本の建築技術や建物の耐震基準等

が、トルコで注目されているそうです。日本では「公助」により、ほ

ぼ１００％の公立小学校で耐震補強が完了し、震度 6 強に対応してい

ます。毎月実施している避難訓練も、マンネリ化せず、意味や意義を

考えられるように指導して参ります。 

日 曜 ３月 行事予定 

１ 水 体育館開放中止 

２ 木  

３ 金 

特別時程５時間授業（１～５年） 
感謝の会（６年） 
ジョギング月間（終） 

４ 土  

５ 日  

６ 月 
クラブ活動 委員会活動 
安全指導 

７ 火  

８ 水  

９ 木 
特別時程６時間授業 
ＰＴＡ総会 15：00 

10 金  

11 土  

12 日  

13 月 一斉下校訓練（＊下記参照） 

14 火  

15 水  

16 木  

17 金  

18 土  

19 日  

20 月 100 周年石碑除幕式 8：40 

21 火 春分の日 

22 水 
１～４年４時間授業 
給食終 

23 木 ４時間授業 修了式 

24 金 卒業式 

25 土  

3/26～4/5 春季休業日 
始業式・入学式 ４月６日（木） 
個別登校です。 
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学校だより 

予告なしの避難訓練があります。 

【教育目標】 ○やさしい子 ○考える子 ○健康な子 

＊3 月 13 日（月）の一斉下校は地区班で帰らずに、学年ごとに帰る方向が一緒の児童と下校します。 

上学年から順に下校しますが、きょうだい関係の児童は上学年の時間で一緒に下校することとなります。 

１４：００～６年生から順に、２分おきに下校 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３月の生活目標 「１年間を振り返ろう」 
 生活指導部 

３月～９月は春夏時間に変わり、夕

焼けチャイムが６時になります。暦の

上では春ですが、まだ日が暮れる時間

が早いです。暗くなる前に家に帰るよ

う、各ご家庭でも声かけをお願いしま

す。また、外出する前には「どこに」

「何時まで」「だれと」行くのかを、

しっかりと家族に話してから出かける

習慣を身に付けるようにしましょう。 

 今年度も残り 1 ヶ月となりました。まずは、毎日学校に登校した子供たちの頑張りを称え

たいと思います。毎日登校することは、当たり前のようで、とても大変なことです。それで

も毎日学校にきた子供たちの日々の努力を認め、来年度に向けて子供たちを明るく後押しで

きたらと思います。そして自信をもって 4 月からのスタートが切れるよう、生活面、学習面

の振り返る時間を充実させ、来年度へつなげていきたいと思います。 

 

 

４月に北区学力調査を実施する予定です。これは当該学年の

学習内容をどの程度身に付けることができたかを測るための調

査です。例年、１年間の学習のまとめとして取り組めるように、

問題用紙と解答は PDF ファイルにして「まなびポケット」の当

該学年のチャンネルに添付します。解答用紙のみ印刷して配布

しますので、ぜひお子さんに取り組むようにお声かけ下さい。教

科数は学年によって異なります。 

 聞き取り問題は、音声原稿を添付します。作文問題や作図につ

いては、解答がない場合があります。 

令和５年度 北区学力調査 
 教務主任 

フィールド・ミュージカル（Ｆ・Ｍ） 
 音楽専科  

２月２１日、６年生を送る会が行われ、６年生からの出し物としてフィールドミュージカルを披露しまし

た。青空の下、キラキラと輝く楽器、軽快にテンポを刻む指揮杖、鮮やかなフラッグ、６年生の真剣な表情。

みんなの気持ちがひとつになり、素敵な音色が校庭に響き渡りました。   

 初めてのフィールドミュージカルの練習はとても大変だったと思います。金管楽器は音を出せるようにな

るまで、相当な時間を要します。指揮杖、カラーガードのフラッグ、打楽器は、思っている以上に重量があ

り、まわしたり、演奏したりしていると手や腰がとても疲れます。学校行事や卒業式の練習等、とても忙し

い中、時間を見つけてはコツコツ練習に励んでいた６年生。みなさんの努力が集結し、ひとつのフィールド

ミュージカルができあがりました。３月３日（金）の感謝の会でも披露する予定です。 

 音楽は、目には見えません。形として残る芸術でもありません。全く同じ音楽を奏でることもできません。 

でも、誰かと一緒に演奏したこと、練習したこと、聴き惚れるような素晴らしい音を聴いたとき、演奏後の

達成感…その一瞬一瞬の気持ちや想いは、心に残ります。そして、人の心を動かすことができる芸術です。 

６年生のみなさんが、いつか大人になった時に、堀船小で音楽と真剣に向き合ったこの時間を思い出してく

れたらうれしいです。 


